
看護科学学位プログラム(博士後期課程)

専門基礎科目(看護科学学位プログラム後期)
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0BTMB12 応用統計学 1 2.0 1・2 通年 応談
柴山 大賀,伊藤
智子

看護研究における量的研究等で実際に使用される
統計手法についてクリティークなどを通して各自
学びを深め、関心のある統計手法に関する模擬授
業を行い、実際の研究への適用を探究する。

対面

0BTMB13 看護研究方法論 1 2.0 1 通年 応談
柴山 大賀,白谷
佳恵,トゴバタラ
ガンチメゲ

講義と討議により、自立した研究者として看護科
学の実践研究を企画・実施・評価するための研究
方法論を教授する。

主専攻必修科目。
対面

0BTMB14 看護学教育 1 2.0 1 秋ABC 応談 落合 亮太

看護教育に必要な教授・学生理論と看護教育にお
ける教育方法について講義や討議、演習を通して
学ぶ。具体的には、看護教育課程の特徴と変遷、
カリキュラムの構築、教育観・教材観・学習者観
の理解に基づく授業設計の方法、内的動機付け理
論、問題解決学習理論、成人学習理論、目標達成
理論などの教授ー学習理論について講義を行う。
また、授業の後半には実習指導案を作成するとと
もに、受講生によるプレゼンテーション討議を実
施する。

対面

0BTMB15 看護科学の基盤と原理 1 2.0 1 春AB 金1,2 柴山 大賀

看護科学研究における知の創造と活用のために、
概念・理論、基盤となる哲学的背景、アカデミッ
ク・ライティング(研究計画書および学位論文の
執筆、剽窃予防等)、看護科学者に求められる
リーダーシップについて、課題やディスカッショ
ンを通して理解を深め、看護科学の発展課題につ
いて科学的に探究する。

主専攻必修科目。
対面
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0BTMC11 看護科学特論 1 2.0 1 春ABC 応談

看護学位プログラ
ムリーダー,柴山
大賀,安梅 勅江,
岡山 久代,落合
亮太,水野 道代,
青木 真希子,伊藤
智子,目 麻里子,
白谷 佳恵,菅谷
智一,松石 雄二
朗,涌水 理恵,井
坂 ゆかり,工藤
理恵,増田 有葉,
トゴバタラ ガン
チメゲ

今後の看護科学の発展に向け、独創的で創造的な
研究課題に取り組むために必要な知識と研究技法
の実際について、看護科学のさまざまな専門分野
の視点から教授する。

対面

0BTMC12 研究倫理学演習 2 1.0 1 秋ABC 応談
柴山 大賀,菅谷
智一

看護研究者として必要な研究倫理に関する基礎的
な知識、研究を推進するための研究の倫理的な配
慮について、e-learning教材(e-APRIN)と討議に
より具体的な事例を通して学び、実践力を習得す
る。

対面(オンライン併用
型)

0BTMC13 看護科学演習I 1 2.0 1 通年 応談

看護教務委員長,
菅谷 智一,安梅
勅江,岡山 久代,
落合 亮太,柴山
大賀,水野 道代,
青木 真希子,伊藤
智子,目 麻里子,
白谷 佳恵,松石
雄二朗,涌水 理
恵,井坂 ゆかり,
工藤 理恵,増田
有葉,トゴバタラ
ガンチメゲ

看護科学発展のためのリーダーシップ能力や自立
して研究活動や論文作成ができる能力を養うため
に、各自が設定した研究課題について国内外の論
文を検討し、系統的・論理的に研究目的と研究方
法を立案・発表し、建設的に討議をすることで論
文作成の技術を探求させる。

対面
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0BTMC14 看護科学演習II 1 1.0 2 通年 応談

看護教務委員長,
菅谷 智一,安梅
勅江,岡山 久代,
落合 亮太,柴山
大賀,水野 道代,
青木 真希子,伊藤
智子,目 麻里子,
白谷 佳恵,松石
雄二朗,涌水 理
恵,井坂 ゆかり,
工藤 理恵,増田
有葉,トゴバタラ
ガンチメゲ

演習により、看護科学発展のためのリーダーシッ
プ能力や自立して研究活動や論文作成ができる能
力を養うために、各自の研究課題の独創性や新奇
性について、根拠をもって発表し、建設的に討議
をおこなうことで、研究遂行能力を探求させる。
自らの研究課題を設定し、研究概念枠組みを組み
立て、作成した研究計画書にそって研究を進める
上での課題等を明確にして改善し、科学的根拠に
基づく独創性の高い論文を作成することができる
ことを目標とする。授業計画としては、大学院生
各自が自らの研究計画書に沿って進めている研究
状況を発表し、他の大学院生や教員との討議を通
して、自らの研究上の課題、改善点を明確にする
回と、討議で指摘された問題的等に関する改善方
法を基に、修正した自らの研究について発表・討
議する回(状況に応じて2回目以降は適宜追加)で
構成する。

対面

0BTMC15 看護科学研究 1 9.0 3 通年 応談

看護学位プログラ
ムリーダー,柴山
大賀,安梅 勅江,
岡山 久代,落合
亮太,水野 道代,
青木 真希子,伊藤
智子,目 麻里子,
白谷 佳恵,菅谷
智一,松石 雄二
朗,涌水 理恵,井
坂 ゆかり,工藤
理恵,増田 有葉,
トゴバタラ ガン
チメゲ

研究指導教員によって演習形式で、3年次に開講
する。院生が、研究計画書審査の結果をふまえ、
看護科学に関する特定の研究課題について自立し
た研究活動を行い、科学的根拠に基づいた創造
性・独創性の高い博士論文を完成できるよう最終
指導にあたる。

対面


